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Group/

シルクロードと世界 史
陸と海から世界史的ダイナミズムを実証する

《1代 表者 ・森安孝夫(文 学研究科教授 ・東洋史)

近代の西欧国家、そして米ソニ極時代とその後のアメリカ

ひとり勝ちの現状を見れば分かるように、生産力・購買力と並

んで歴史を動かしてきた大きなモーメントは軍事力である。こ

れまでの歴史は軍事的勝利者を中心に作られてきたのであり、

その結果、世界史は欧米中心主義に席巻された。ヨーロッ

パ覇権以後の世界の 「近代化」とは 「西洋化」にすぎず、

今や 「グローバル化」は 「アメリカ化」のことである。こうし

た現実がある時は積極的に、ある時はいささかの反発や冷笑

をあびながらも受け入れられてきたのは、背景に経済力という

名の軍事力があったからである。

ならば、近代以前において、地上最強の騎馬軍団を擁し

た遊牧騎馬民族が世界史の中に果たした役割が小さかろうは

ずがない。今や日本の東洋史学は、近代の直前に圧倒的な

軍事力と経済力のもとに旧世界を 「モンゴル=システム化」し

た事実があったこと、さらにモンゴル以前の二千年間、遊牧

騎馬民族が世界を動かす原動力であったことを明らかにする

段階に至った。

従来の歴史学は、近現代の国民国家や民族などという「結

果」を固定的に捉え、その栄光の起源を求めて溯っていくと

いうものであった。それゆえ、ほとんどが勝利者側、支配する

側から見た歴史、具体的には欧米中心主義、あるいは中華

主義的歴史であった。かつて華々しい活躍を見せた遊牧民

族が今や野蛮人ないし非文化人の代名詞にさえなっているの

は、ひとえに騎馬軍団が銃火器の前に屈服したからにすぎず、

不公平このうえない。日本の世界史学に大きな可能性がある

のは、第1に 第二次大戦の敗戦によって帝国主義列強という

欧米的勝利者の立場からおりたためであり、第2に 近代以前

の世界史をリードしてきたアジアからの視点に立てること、にも

かかわらずアジアの雄であった中国の中華思想には束縛され

ていないこと、そして第3に 東洋 ・西洋に偏らず原史料も研

究論文も読む能力を備えたこと、第4に 現地へのフィールド調

査や原史料を所蔵する機関への出張を行なう経済力に恵まれ

ていることである。

私たちは勝利者の立場からでも敗者の立場からでもなく、

人類の歴史をその流れに沿って淡々と復元したい。民族や国

家は、人類が農業を発明して以来、言語 ・宗教 ・文化が交

錯する 「インターフェイス(境 界 ・接点)」 な場(歴 史空間)

において生成・発展・消滅を繰り返すなか、時代と地域に応

じてさまざまに形成されてきたのであり、今後も変化し続ける流

動的な歴史的所産にすぎないと捉えるのである。

法学 部 出 身者 を中心 とする日本の超 エ リート官 僚 たちが 、

わが 国の東 洋 史学 の到 達 点を少 しでも認 識 していたならば、

アメリカのアフガニスタン・イラク攻 撃にたいする日本 の態度も大

きく変わったはずである。21世 紀 は人 文学 の学 問 的出番なの

である。

このような視 点 に立 ってこの研 究 グループが具 体 的にめざす

の は次 の2点 である。

1.陸 と海 のシルクロード関係 史料 の収 集 ・公 開 ・分 析 と、多

言 語 史料 ・映 像 資料を統 合 した新しい 「世 界 史」 研 究法の

構 築。

2.上 記 の研 究を中核とした最 新 の歴 史学 による、 高校 世 界

史教 育 を刷 新する方 法の開発 ・実践 。

コア ・メンバー

荒川正晴 文学研究科教授 東洋史学

榎本文雄 文学研究科教授 インド哲学

川北稔 文学研究科教授 西洋史学

桃木至朗 文学研究科教授 東洋史学

山内晋次COE特 任教員 日本史学



「グローバリゼ ーション」 としてくくられる時代 の動 きの なか

で、それ ぞれの社 会 をめぐるイメージは、 国 際的 な政 治 ・経

済 ・文 化の交 流 ・接 触 において、今 後、ますます 大きなテー

マになると思 われる。 というのも、その社 会をめぐるイメージは、

国際 間の交 流のなかで、安 定した関係 を築 く資 源にもなれば、

逆 に、対 立や抗 争の契機 にさえなりうるからだ。私 たちの研 究

グループでは、こうした観点 から、イメージとしての 「日本」 を

対 象に、この課題 を主に文化とのかか わりのなかで考察するこ

とを目的とする。

文化 を固定 的な相 でとらえることなく、他の文化 とのインター

フェイスのなかでつねに生成 しつつあるものとして、つまり動 的

プロセスのなか におかれたものとして把 握 しようとすることも、こ

の研 究 グループの特 徴といえるだろう。 当然、 ここで は、 「他

の文 化」 による 「日本文 化」 へ のまなざしの分 析とともに、こ

Groしi}つ3

イメージとしての日本 文イ1
インターカルチュラルなプロセスのなかで自文化を定位する

噛 代表者 ・伊藤公雄(人 間科学研究科教授 ・社会学)

うした 「他 の文化 」 か らの視 点 が、 「自文 化」 のイメージ形

成に反 映 されていくプロセスにも十 分 な配 慮 をしてい く必 要

が ある。

特 に注 意 しておきたいの は、 ここでいう 「文化 」 は、芸 術

や 思想 さらには宗 教のようないわば 「大 文 字」 の文 化(ハ イ

カルチャー)に 限 定されないということである。ポピュラーカル

チャーを含む 「小 文字」 の文 化に関しても、国際 的な研究 拠

点 を目指してデータの蓄積 ・分析 とともに研 究体 制の組織 化を

進 めていく予定である。

「大 文 字」 の日本 文化 をめぐるインターフェイスについては、

す でに昨年 、国際 シンポジウム 「国 際化のなか の日本学 」 が

開.催されており、この 春には、 「日本 文 学 翻 訳の 可 能性 」

と題 した大規 模な国際シンポジウムが準 備されている。

他 方 、 「小 文 字 」 の文 化をめぐる研 究 も開始 され ている。

アニメやゲーム、 ドラマやマ ンガなど日本 発 のポピュラーカル

チャーは、アジア圏のみならず、欧 米 などにおいても広く受 け

入れられている。 これらのポピュラーカルチャーを通 じた 「日

本 」イメージ形 成 につ いて、歴 史的 文脈 や政 治 ・経 済 的 な

動 向にも目配りしつ、ダイナミックなプロセスの なかで考 察を深

めていきたい。

コア ・メンバー

荒木浩 文学研究科助教授 日本文学

伊井春樹 文学研究科教授 日本文学

出原隆敏 文学研究科教授 日本文学

海野圭介 文学研究科助手 日本文学

荻野美穂 文学研究科助教授 日本学

川村邦光 文学研究科教授 日本学

金水敏 文学研究科教授 国語学

杉原達 文学研究科教授 日本学

冨山一郎 文学研究科助教授 日本学

中村生雄 文学研究科教授 日本学

真鍋昌賢 文学研究科助手 日本学

山中浩司 人間科学研究科助教授 社会学

人 ・モノ・情 報の流 れが特 定の場 や集 団や国家 を越えて、

新たな関係 性 をつくりつつあるのは優れて現代 的な現 象 である。

私たちの研 究 グループは、こうしたトランスナショナルな事象 に

たいして、 人類 学を主 体 に現 代思 想 と現 代社 会 学の協 力 を

得てアプローチする。 トランスナショナリティ研究 連続 セミナーを

プロジェクトの 中軸とし、 これ に国際 シンポジウムや事 業推 進

担当者 ・研究 員 ・大 学院生 による研 究を結 びつけ、また国 内

外でのフィールドワークやデ ータベース構築 作 業 などを効果 的

に連 関させ ようとす る。

「トランスナショナリティ」 概 念を核 とする研 究 テーマとして、

次の3つ の 問題領 域 について事 例を収 集 し分 析 しつつ総 合

化を図る。

1.グ ローバ ル化 にともなうトランスナショナルな流 れの様態 の分

析 。 人 ・モノ・情報 の流れの形成 や拡 大 、滞留 や不 均等性 。

2.グ ローバ ル化 の進展 とコスモポリタニズムの 発現 にともなう反

動 あるいは平 行 現象 としての、ナショナルまたエスノ ・ナショナ

ルな次元 で 閉じようとするモメントの分析 。 新たなナショナリズ

ムの勃興 、所 属 の政 治学、 移民 排斥 やゼノフォビアの進 行、

先 住性 概 念の強化 、民族紛 争 の深 刻化 など。

3.特 定の場 と結びつかない 「脱領 域化 」(デ テリトリアライズ)

されたアイデ ンティティの分析 。ディアスポラや難 民、NGOや

ビジネスにおけるトランスナショナルなネットワーク形成 など社 会

学 的 側面や 、多様 なトランスカルチュラリティの成 立と変 動など

の文 化的 現 象。

これらの問 題を扱 うこの研 究グループにおいて中心 になるの

は、 インターフェイスか ら成 り立つ境 界 的 、媒 介 的、相 互 作

用 的 な学 問 としての人類 学 である。 人 類学 は 人文 ・社 会 科

学 諸 分 野の 学際 に位 置 し、 異なる文 化を持 つ異 なる地域 や

社 会を研 究対 象とし、現地 との相互 作用のなかで情 報と資料

の収 集 をす る。しかしこの学 問 は、ひとつの閉じられた空 間 ・

GrouP2

トランスナショナリティ研 究
人類学の視座からグローバリゼーションのなかの現代を問う

呂 代表者 ・小泉潤二(人 間科学研究科教授 ・人類学)

場 あるいはロカリティと強く結 びついてきた。 私たちは個別空 間

に足 場を置きなが らも、より広 い空 間 と時 間 に視 点 を拡 大し、

現 代世 界 の理解 に適した新しい学 問領域 を展 開することを目

指 している。

「トランスナショナリティ研究 」 では、国内外 の講 師を招聘 し

て行 われる上 記 の連 続 セミナーのほか、2003年9月 にはラ

テンアメリカ・カリブ海研 究 国際 連 盟 第11回 大 会(FIEt1LC

20030SAKAhttp:〃www.pac.ne.jp/fiealc2003i!)の 一 環 と

して国際 シンポジウムの開 催を予 定している。 個 別研究 として

は、 中米か ら米 国へ の移 民 、北東 アフリカの紛 争と難民 、イ

ンドネシアの地 方政 治 と経 済援 助 、オセアニアの移 民 と経 済

変 容 、国際労 働移 動の研 究のほか、大 学 院生 による現地 調

査 が、アジア ・中南米 ・ヨーロッパ ・オセァニア ・アフリカなど

世 界各地 で行われる。

コァ ・メンバー

春日直樹 人間科学研究科教授 人類学

木前利秋 人問科学研究科教授 現代社会学

栗本英世 人間科学研究科助教授 人類学

中川敏 人間科学研究科教授 人類学

三島憲一 人間科学研究科教授 現代思想

難民はトランスナショナルな移動の一形態である。ケニア北部のカクマキャ

ンプには、スーダン・ソマリア・エチオピア・ウガンダ.aンゴ民主共和国・

ブルンジなど数力国からの難民約8万 人が暮らしている。写真は南部スー

ダンのパリ人たち。難民キャンプでも共同体のシンボルであるドラムのまわ

りで歌い踊る。ドラムの胴は、ドラム缶やバケツを利用した代用品。エスニッ

クな共同体を再構築する試みの一瑞がうかがえる。(撮影:栗 本英世)



GrouP5

映像人文学
メディアの境界を越える表現文化の様相をとらえる

吻 代表者 ・山口修(文 学研究科教授 ・音楽学)

;'国際デザイン史一日本の意匠と東西

交流J2001年 刊 思文閣出版

第1回 と第2回 の国際フォーラムの成

果で、第3回 目が3月 に開催される

GroUP4

言語の接触と混交
日本語の変容プロセスを社会空間のなかで検証する

あ 代表者 ・真田信治(文 学研究科教授 ・日本語学)

従来の人文学はおもに文字言語情報を扱ってきました。そ

れは、文字言語情報がより信頼性が高いとみなされると同時

に、扱いやすい情報だったからです。これにたいし、音声言

語は文字言語に変換されてはじめて同等に扱われるようになり、

画像や映像は保存再生の技術が向上するまでは、情報とさえ

みなされなかったといっても過言ではありません。その種の技

術がほぼ確立し、さらに急速に進歩しつつある今日、人文学

は文字言語情報だけの学問にとどまるべきではありません。文

字言語情報は、現在私たちが扱うことのできる情報のごく一部

に過ぎないのです。狭義の文字言語と狭義の映像とは相補

的な関係にあります。諸領域の研究者が相互に協力して各種

情報の特性を比較検討し、文字言語や音声言語をも含む広

い意味での映像情報の記録、保存、活用の方法を研究し、

人文学の現代的状況への適応を進め、「インターフェイスの人

文学」の一翼を担うことが私たちのグループのおもな目的です。

初年度には、RVMV(ベ トナム少数民族無形文化財調査・

映 像記 録化 および 人材養 成プロジェクト)、ウィーンに残されて

いる楽 譜 とバ レエ ・パ ントマイムの台 本 をもとに音 楽 学 と演 劇

学 との連携 を進めるラスカ ・プロジェクト、アジアを中心 に 「画

像 と文字 」 の関係 史と現状 について比較 研究 するデザイン史

フォーラムのプロジェクトがスタートしました。、関 連する催 しとし

て、この2月 にRVMVシ ンポジウム 「表演 芸術 における映 像

記録 化」、3月 に国際デザイン史フォーラム 「画 像と文字 」 が

開か れ、それぞれ着 実な成果 を挙げています。

第2年 度からは、COE関 連 授業 として「芸術 とメディア」「メ

ディア論」 厂映 像人 文学演 習」 などが はじまり、教 育 において

も 「映 像人文 学」 の理念が 実践 に移 されます。これらのプロ

ジェクトのメンバ ーはメディア ・ラボでの活 動 に積極 的 に参 加し、

各種 データベ ース構 築、 関連授 業 の教材 や教授 法の 開発な

どを通じても、「インターフェイスの人 文学 」 に貢 献 したいと考

えています。(執 筆:藤 田治彦)

「日本 語ブーム」 といわれるが、マスコミで語 られる 「美 し

い 日本 語 」 「正 しい日本語 」 といった概 念は、どこか硬 直 し

たステレオタイプ的 価値 観を身 にまとっている。生 きた言語 は、

単 一 的視 点か ら決 めつけられる価値 や美醜 とはか かわりなく、

人々の問 で接触 と混 交を繰り返し、ダイナミックに変転 し続けて

いる。私たちの研 究課 題 は、このような人 間相互 のコミュニケー

ション、あるい は言 語の機 能を特 に重 視 した、応 用社 会言 語

学 の立場 からの基礎 データを収 集しようとするものである。

「単 一言 語 ・単一 民族 」といわれ、言 語問題 は異国 のこと

と思われてきた日本でも、歴 史上 「EI本語」 が政治 的 に生み

出されたことを論 ずる研究が 近年 増えつつある。また、いわゆ

るグローバル化 によってさまざまな言 語が行 き交 うようにもなって

いる。 そのようななかで、母 語 によって自らを表 現する権 利 と、

地域 社 会にアクセスする権 利という両 面 から、 異言 語 間の相

互理 解の問 題を取 り上 げていく(ち なみに、社会 言語 学 的に

は 「方 言」 と 「言 語」 との境 界はない)。

基 本 的な言 語権 を考えるために、また偏狭 なナショナリズム

や少 数 派の切 り捨 てに対峙 するために、現 代 日本の 多言 語

状 況 の見取 り図を描 く。 さらには海 外における旧植 民地 、なら

びに移住 者コミュニティなどでの現在 の日本語継 承と運 用の実

態を把握 する。

具 体的な活動 内容(サ ブテーマ〉は8つ ほどに分 けられる

が、そのひとつ に世 界の各 地で行われる日本語 ・日本 文 化教

育の実 態を把握 し、地域 社会 での 「共 生」 にどのように寄与

しているかということについての調 査 ・研 究 がある。また、ブ

ラジル日系社 会でいまも話されている日本語 と現 地語の混 交言

語の調査・記録や、琉球列島における、伝統的琉球語と全

国共通語との混交から生まれた 「ウチナーヤマトゥグチ」の研

究なども進められつつある。ほかに、「在日コリアンの言語相」

「明治時代横浜ピジンの研究」「環太平洋地域における日本

語の位相と運用に関する調査研究」「混交言語としての各地

ネオ方言の実態記述」「言語学研究動向の調査研究」といっ

たテーマが設定されている。

以上のように、私たちの研究グループでは言語接触の観点

から、世界規模における記述調査を行うことで、この分野の

研究における日本での拠点形成をはかりたい。

=】ア ・メンハ ー

大庭幸男 文学研究科教授 英語学

金水敏 文学研究科教授 国語学

工藤真由美 文学研究科教授 日本語学

津田葵 言語文化研究科教授 社会言語学

土岐哲 文学研究科教授 日本語学

山下仁 言語文化部助教授 社会言語学

横田睦子COE特 任教員 言語文化学

コア ・メン ハ ー

上倉庸敬 文学研究科教授 美学

永田靖 文学研究科助教授 演劇学

根岸一美 文学研究科教授 音楽学

藤田治彦 文学研究科教授 美学

桃木至朗 文学研究科教授 東洋史

山ロ修 文学研究科教授 音楽学

山中浩司 人間科学研究科助教授 社会学

残存日本語調査

ミクロネシア連邦チューク州 ウーマン島にて



"臨 床"の イメージ?白 衣に身を包んだ医者?そ れともカウ

ンセラー?残 念 なが ら 「臨床 」 は、病 や苦 しみの種 類 に応
クラ イ ア ン ト

じて専 門分 化し、 〈専 門 家一受 益 者〉 関係 のもとで専 門的な

処置 のなされるところになってしまった。つまり現 代社 会 におい

て 「臨 床 」 は専 門家 がいわゆる 「素 人 」 に関わる、あるい

は逆 に専 門家 に期待 される典 型的なイメージと化している。

専 門的 な知識 で武装 した専 門家 や研 究者 と 「無知 」 な素

人、このイメージにおいて欠落しているのは、相互浸 透する知

のあり方である。"病 床 に臨 む"と書 くその字が示 すのは"人 々

の苦 しみ に出会 う場 所"。 そうした場 所 はなにも病 院 に限ら

ない。家 庭 でのケア、 末期患 者 のためのホスピス、災 害ボラ

ンティアなど数多 存在 し、〈臨床 の知〉 はそうした場 所 で現に

働いている。 つまり 〈臨床 の知 〉とは、ある専 門 家によって占

有され応用 される知 識で はなく、さまざまな背景 を背 負った他

人 にまみえるその場 で はじめて生 成 するコミュニケーションな

のだ。

しかし他方 で、ボランティアやフィールドワークの経験 が教 え

てくれ るように、 コミュニケーションはまったくの 偶然に生 ずるの

ではない。 それはローカルな知 や文化 的な背 景や社 会構 造に

多く依存 している。 〈臨床 〉という関係として生 成するコミュケー

ションは、ゼロからスタートするのではなく、すでにローカルに動

き出しているコミュニケーションに別のそれを接 続させることから

はじまる。そうした複 数 のコミュニケーションからひとつに紡 ぎだ

される創 発 的 コミュニケーションこそが 〈対 話 〉と呼 ばれるは

ずだ。

現 在 、私たちは 〈臨 床コミュニケーション〉という風 変わりな

名の下 に、こうした臨床 とコミュニケーションを結 び合わせる 〈対

話インターフェイス〉 の構 想に取 り組んでいる。それ は、数 多

ある 厂臨床 ・・学」 にならぶ 新しい研 究分 野で はなく、 いわ

Group6

臨床と対話
コミュニケーションをたぐりよせる知と技の探求

ゆ 代表者 ・中岡成文(文 学研究科教授 ・臨床哲学)

ゆる専 門 家と一 般市 民、マジョリティとマイノリティ、ジェンダー

間、世代 間など、異 なるコミュニケーション文 化圏に属する人 々

のあいだで実 効 的に働く<公 共 的対 話 〉の知 を目指すものだ。

こうした試み は新 しいものではない。科 学技 術に関する 「コン

センサ ス会議 」、日常経験 をもとに哲 学の問 いについて議論 す

る 「哲学 カフェ」 や 「ソクラティク・ダイアローグ」、 利害 の対
ミア ィエ 　 シ ヨ ン

立する人々のあいだで関係を回復させる 「調 停 」、あるい

は戦争被害者や被災者の語りの聴きとりなど、すでにさまざま

な人たちによって模索されている。重要なのは、実行不可能

で空疎な対話の理念ではなく、異なる立場にいる人々に〈対話〉
メチエ

を演じさせ、公共的意思決定へと歩み寄らせる対話の技だ。

腕に覚えのある参加者を歓迎する。

コア ・メンハ ー

渥美公秀 人間科学研究科助教授 ボランティア人間科学

入江幸男 文学研究科助教授 哲学哲学史

紀平知樹 文学研究科助手 臨床哲学

関嘉寛 人間科学研究科助手 社会学

恒藤暁 人間科学研究科助教授 臨床老年学

平井啓 人間科学研究科助手 臨床老年学

本間直樹 文学研究科講師 臨床哲学

鷲田清一 文学研究科教授 臨床哲学
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海外衛星映像配信システム
前迫孝憲

情報通信技術(ICT)の 進展は、時に

は社会変化の源泉ともなる。1980年 代 末、

衛星から降り注ぐ 「国境を越えるテレビ」映

像により、期せずして、東欧に雪崩のような

民主化の動きが起こったことは記憶に新

しい。アジアが 「国境を越えるテレビ」の時

代を迎えたのは、1991年 の香港StarTVの

配信開始からだと言われている。トルコから

日本、モンゴルからパプア・ニューギニァま

でアジア全域38か 国、潜在視聴者27億

人を擁する5チ ャンネルの衛星テレビ局の開

局時には、日本語のパンフレットも作られ

ていた。そして、「アジア文化圏を創る」目

的で香港に移住したビデオジョッキーNonie

さんをはじめ、数々の有名人が生まれること

になる。しかし、日本にはほとんど視聴者が

いなかったものと思われ、紆余曲折を経て

1993年 の 「緊急」経済対策規制緩和項

目に 「国境を越えるテレビ」の認知が盛り

込まれたものの、StarTVな どに 「放送」承

認書が交付されたのは1995年 になってから

だった。一方、1990年 に弱冠23才 の華

僑実業家の慧眼により12500万 ドル程で立

ち上げられたStarTVは 、1993年 には既に

約9億 ドルで売却され、その利益は東京駅

入重洲南口付近の約goo億 円のJR跡 地

取得に充てられ、巨大ビルを含む再開発が

行われたと言われている。海に囲まれた日本

も、その足元は、ICT分 野をはじめとする

アジアの急激な変化に直結している。

現在では、赤道上空36000kmの 静止

衛星軌道上から、各国の公共放送局など

を含む数多くの機関がテレビ映像を配信して

いる。衛星テレビが 「国境を越えた」多数

の視聴者に、同時に高品質の情報を伝達

する方法として適していることには、議論の

余地はない。そのなかには、ドイツDW、 イ

タリアRAI、 スペインTVE、 フランスTV5、

ポルトガルRTPな ど欧州各国や、米国政府

機関のWorldNet、 中国中央テレビの国際

チャンネルCCTV4、 タイThaiTVGIobal

Network、 中東カタールAIJazeeraな ど、各

国で多数の視聴者を抱える有名なチャンネル

も数多く見られる。

日本 で も、1998年10月 か らNHKが

NHKWorldTVの 名称で世界配信をおこ

なっているほか、国際教育チャンネルNIME

Worldな どがこの国際配信網を利用している。

大阪大学大学院人間科学研究科では、早く

から遠隔講義や世界配信に取り組んでおり、

1998年9月 に東館新築記念シンポジウムを、

太平洋、大西洋、インド洋の3基 の通信衛星

とインターネットを通して世界配信した。これは

タイの衛星チャンネルで再中継され、また南米

アルゼンチンのコルドバ大学からは質問を受

けた。昨年12月 から今年1月 にかけては、

アフガニスタンから大阪大学に向けた双方向

遠隔講義を7回 実施し、今回のCOEプ ログ

ラムの協力を得て、NIMEWorldの 衛星テレ

ビとインターネットによる国際配信をおこなった。こ

の講義はさらに、中国 ・清華大学遠隔教育

学院の運用するアジアサット衛星の遠隔教育

用チャンネルにより、実験的に再中継され、広

東省などの教室に流された。実際の講義をリ

アルタイムに中継するかたちでおこなわれた今

回の国際配信では、光ファイバ通信(Japan

GigabitNetworkに より大阪一東京間を伝送)

と国際衛星網の相互接続などの新しい試み

を、大阪大学サイバーメディアセンターや通信・

放送機構(TAO)、NHK情 報 ネットワーク、

KDDIな どさまざまの機関や関係者、学生の

協力を得て実現した。その結果、今後は日本

全国から国際衛星網へのライブ配信も可能と

なっている。

タイの衛星は、朝鮮民主主義人民共和国

の中央テレビKoreanCentralTVを はじめ、

カンボジア、ミャンマー、ベトナム、ネパール、

インド、パキスタン、モルディブなど多くの国々

の公共放送局の中継をおこなうなど、アジァ

の地域映像情報の流通に特別の役割を果た

している。また2005年 からは、iPSTARと 呼

ばれる、アジア全域を網羅するインターネット衛

星の運用も計画されている。そのほかに、現

在でも軌道上に約2～3度 間隔で隙間なく並

んでいる通信衛星では、各国の地方放送局

や教育テレビ局などのさまざまの映像が中継さ

れており、研究や教育に役立てることができる

と考えられるが、微弱な信号を捉えることは、

これまでなかなか困難だった。そこで今年度

は、インクラインド衛星(軌 道上を微妙に揺れ

動いている衛星で、中小機関の利用が多い)

にも対応可能な受信装置を設置するとともに、

学内のパソコン等で視聴できるような環境整備

を進めている。

教育分野に限っても、ICTの 普及は、「変

化への対応力を有する、時と距離を越えて学

習する新しい知識社会」の形成を促すと期待

されている。今後はトランスナショナルなものを

目指す、しかも地域の特色などを重視する情

報流通網が、重要な役割を果たすのはまちが

いない。その意味で、現在整備を進めてい

る海外衛星映像配信システムが秘めている可

能性は、きわめて大きいといえよう。

(まえさこ・たかのリ/人 間科学研究科教授/コ ミュニ

ケーションメディア ・教育工学)

1:清 華大学からはアジアサット衛星で広東省に中継配信2:在 アフガニスタン日本国大使館公使宮原氏をゲストに迎えた第6回講義

4:教 員養成大学長Faqool氏 をゲストに迎えた第1園講義(左 下がアフガニスタンの映像)背 景:衛 星用パラボラアンテナの楢子

・・一 一 一i



Part2

人文学における

デジタル ・メディアの本格 的利用にむけて
一「メ ディァ教 育、データベースからメディアテークへ 一

圀府寺司

InterfaceHumanitiesは 、 デジタル・メデ ィ

ァとの本 格 的 取り組 みを始 めます 。ご説 明 に

あたり、私 の 個 人 的な体 験 から述 べることを

お許 しいただきたいと思 います 。

リソースの共有と公開

1981年 にオランダに留学した私が何より

驚いたのは、研究や文化活動に必要な基

礎情報の徹底した共有・公開ぶりでした。

大学図書館は完全一般公開ですし、ハー

グの国立図書館は、書名等を書いて送るだ

けで、全国の図書館からその本を検索して

郵送で送ってくれます。また、国立美術館

版画室に行くと、受付に住所氏名を書くだけ

で、誰でも巨匠のオリジナルの版画を閲覧で

きます。紹介状も身分証明も必要ありません。

ハーグのR .KD(国 立美術史研究所)に は

膨大な数の美術作品の複製写真や資料が

保存、整理されていて、これも完全一般公

開されています。

RKDの 母体はある個人の研究用写真コ

レクションで、その後、多くの専門スタッフを

抱える機関に発展してきました。スタッフは完

全に専門職ですから、絵を持って鑑定依頼

に来る人もよく見かけます。ここでやっている

ことはきわめてシンプルです。作品写真、資

料をひたすら集め、整理して完全公開する。

それは、学問 ・文化的リソースを共有 ・公

開するという思想の徹底した実践でした。そ

して、このシンプルな仕事の積み重ねが、

研究や教育、社会全般にもたらしてきた恩

恵は計り知れません。

ただ、これを日本でこれから始めるかと思う

と、見込みは絶望的でした。そもそも日本に

は研究や文化のリソースを共有するという思

想が欠如しています。大学の図書や資料だ

けを見ても、教官室、研究室にばらばらに入っ

ていて、一般公開はおろか、学生にも、同

僚にさえ敷居が高い。まるで個入の書斎の

寄せ集めで、共有や公開など雲の上の話に

思えました。

デジタル化の意味

しかし、デジタル技術の発達で光が見え

てきました。デジタル情報なら、カラー写真な

どと違い永久保存でき、場所もとらず、何よ

りも共有 ・公開がはるかに容易です。Web上

で世界に公開も可能です。文学研究科では

すでに懐徳堂文庫所蔵資料のデータベース

化が進められていますが、それ以外にも芸術

系や歴史系の画像データベースなど、多くの

需要があります。これまでに阪大関係者が撮

影、所蔵してきたスライド資料などもいずれ劣

化するので、早急にデジタル化して保存、整理、

公開していかねばなりません。

データベースは、自分が生きている間だけ使

えればいいというのではなく、次の世代、世紀

のために作るという意識がなければよいものは

できません。また、データベースを時間をかけ

て育て、そのコンテンツと利用者をつなぐスタッ

フが必要です。そのスタッフは、データを収集・

整理する能力だけでなく、閲覧する人のニー

ズに合わせて質の高い情報を提供できる。つ

まり情報を 「生かす」という重要な役割を担う

ことになります。ここまでできなければデータは

生きない。言い換えれば、ここまでできれば優

秀な研究者を多数雇ったぐらいの価値を得て、

しかもその価値は時とともに増すことになります。

情報のデジタル化、マルチメディアの利用、

インターネットや衛星通信などの情報ネットワー

クは、人文学のあり方を大きく変えていく可能

性をもっています。InterfaceHumanitiesは 、

世界的な情報ネットワークのノード(結 節点)

のひとつとして機能していくことになるでしょう。

そのノードの中核にはメディアテークとでも呼ぶ

べき発信の場が必要になり、そこには、これま

でにないインターフェイス的役割、あらゆる領

域間のバリアを取り払いつつ文化的生産を促

進する役割が期待されることになるでしょう。

新しいスタッフ
マルチメディア教育

今年度から、千里にあるIMI(イ ンターメディ

ウムインスティテユート)出 身の清水良介、西

田優子のお二人にプロジェクトに加わっていた

だき、メディア教育と、メディアを利用した様々

な研究、教育、広報活動に協力してもらうこと

になりました。来年度からコンピュータを利用し

た研究 ・教育活動支援の授業を担当しますが、

すでに、このニューズレターやホームページの

デザイン、データベース構築準備など多くの面

で活動を開始してもらっています。彼らの仕事

場となるメディア・スタッフ室も機能しはじめ、ま

もなくメディア教育用の教室も整備されます。

今後も、マルチメディア化、情報化に必要なソ

フト面、ハード面をさらに整えるべく準備を進め

ています。

InterfaceHumanitiesは 、 マ ル チ メデ ィア

対応 型 の新 しい人 文学 、 そして、 開 かれた 人

文学 を創 り、文 字どおり大 学 と社 会 とのインター

フェイスとなることを目指 します。

(こうでら・つかさ/文 学研究科教授

/西 洋美術史)

上から顧にメディアスタッフの西田優子さんと清水良介さん。
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、
「女

性
セ
ン
タ
ー
で
働
く
」
こ
と
じ
た
い
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
語
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

私
自
身
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
!

〈
て
い
る
る
〉

で
嘱
託
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。

沖
縄
で
は

一
九
八
七
年
に
、
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
が

「
婦
入
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
早
期
建
設
を

訴
え
た
。
九
〇
年
、
女
性
セ
ン
タ
!
の
建
設
を
公
約
に
掲
げ
た
知
事
が

当
選
し
た
こ
と
で
、
女
性
セ
ン
タ
!
の
実
現
に
い
っ
き
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

そ
し
て
九
亠ハ
年
、
「
女
性
に
関
わ
る
諸
問
題
の
総
合
的

・
実
践
的
調
査

研
究
、
意
識
啓
発
、
社
会
活
動
の
促
進
等
を
行
い
女
性
の
地
位
向
上
を

図
り
、
男
女
共
同
参
画
型
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
に
、
沖

縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〈て
い
る
る
〉
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
県

内
で
は
、
那
覇
市
の

「
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
で
設
け
ら
れ
た
施

設
で
あ
る
。
設
立
当
初
は
、
財
団
方
式
を
と
る
こ
と
で
行
政
か
ら
独
立

し
た
、
女
性
セ
ン
タ
!
の
独
自
の
運
営
を
目
指
す
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
大
田
昌
秀
氏
か
ら
稲
嶺
恵

】
氏
へ
と
知
事
が
交
替

す
る
と
と
も
に
館
長
も
入
れ
替
わ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
じ
た
い
変

更
さ
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

〈て
い
る
る
〉
は
、
財
団
全
職
員
の
う
ち
四
分
の
三
を
専
門
職
で
あ
る

嘱
託
職
員
が
占
め
、
あ
と
の
四
分
の
一
は
県
庁
や
民
間
企
業
か
ら
出
向

し
て
く
る
管
理
職
で
あ
る
。
実
務
に
携
わ
る
嘱
託
職
員
全
員
が
女
性
で

あ
る
こ
と
は
、

一
見
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・ア
ク
シ
ョ
ン
に
み
え
る
が
、
じ
っ
さ

い
の
労
働
条
件
は
劣
悪
だ
。

一
年
契
約
、
三
年
有
期
雇
用
と
い
う
か
た

ち
で
、
賃
金
は
低
く
押
さ
え
ら
れ
、
残
業
・期
末
等
諸
手
当
も
つ
か
な
い
。

専
門
職
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
画
担
当
し
た
事
業
プ
ラ
ン
の
検

討
会
議
に
さ
え
出
席
で
き
な
い
。
提
案
し
た
講
座
プ
ラ
ン
に
し
て
も
、
上

か
ら
の
指
示
で

一
方
的
に
そ
の
内
容
や
講
師
な
ど
が
変
更
さ
れ
る
。
専

門
的
見
地
か
ら
対
案
を
出
そ
う
も
の
な
ら
、
次
年
度
の
嘱
託
契
約
更
新

を
拒
否
さ
れ
る
。

〈て
い
る
る
〉
に
お
け
る
こ
う
し
た
労
働
実
態
は
、
「
女
性
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
女
性
の
労
働
搾
取
」

で
あ
り
、
あ
き
ら
か
に
間
接
差
別
と
い
う

べ
き
状
況
で
あ
る
。
固
定
さ
れ
た
低
賃
金
は
、
嘱
託
職
員
を
経
済
的
に

自
立
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
み
、
労
働
に
た
い
す
る
正
当
な
評
価
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
実
質
的
な
仕
事
を
担
当
す
る
女
性
嘱

託
職
員
が
、
企
画
立
案
か
ら
事
業
決
定
に
い
た
る
過
程
か
ら
排
除
さ
れ

て
い
る
現
状
は
、
「
男
女
共
同
参
画
」
の
理
念
よ
り
も
県
政
の
意
向
を

優
先
す
る
女
性
セ
ン
タ
ー
の
す
が
た
を
暴
露
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か

〈
て
い
る
る
〉
で
働
く
こ
と
は
、
意
識
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
女
性

の
地
位
向
上
に
熱
意
を
傾
け
て
い
る
嘱
託
職
員
自
身
が
、
労
働
の
現
場

に
お
け
る
女
性
へ
の
抑
圧
を
お
の
ず
か
ら
体
現
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。
し
か
し
、
た
だ
で
さ
え
失
業
率
の
高
い
、
島
社
会
で
あ
る
沖

縄
で
、
女
性
問
題
に
関
わ
る
つ
ぎ
の
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。

こ
の
ね
じ
れ
た
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
嘱
託
職

員
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
痛
切
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た
も
の
だ
。

そ
の
点
で
は
、
既
存
の
男
性
支
配
の
組
織
に
介
入
し
た

わ
け
で
は
な
い
し
、
男
性
の

「
特
権
」

を
侵
害
す
る
も
の
で
も
な
い
。

劣
悪
な
労
働
条
件
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
〈
て
い
る
る
〉
は
、
女
性
に
と
っ
て

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・ア
ク
シ
ョ
ン
で
さ
え
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

嘱
託
職
員
は
企
画
運
営
の
責
任
と
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
知
識
や
経

験
を
要
求
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で

「
嘱
託
」
に
と

ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
昇
進
も
昇
給
も
な
く
、
雇
用
不
安
に
慄
き
な
が

ら
働
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
県
か
ら
出
向
し
て
く
る
男

女
職
員
の
な
か
に
は
、
〈て
い
る
る
〉
に
着
任
し
て
初
め
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
言
葉
に
触
れ
る
ひ
と
も
す
く
な
く
な
い
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ブ
リ
i
」
の
思
考
に
賛
同
で
き
ず
は
や
ば
や
と
異
動
を
希

望
し
た
り
、
外
郭
団
体
で
あ
る

くて
い
る
る
V
へ
の
異
動
を
強
い
ら
れ
て

き
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
動
を
繰
り
返
す
場
合
さ
え
あ
る
。
適
性
や
専
門

性
を
問
わ
な
い
人
事
政
策
の
結
果
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ

〈て
い
る
る
〉

は
、
抑
圧
さ
れ
る
女
性
労
働
者
と
権
力
を
行
使
す
る
官
僚
と
に
、
み
ご

と
に
二
極
化
さ
れ
た
世
界
だ
。
そ
の
な
か
で
嘱
託
職
員
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
と
し
て
自
己
矛
盾
に
陥
り
、
し
か
も
そ
の
矛
盾
を
構
造
的
に
作
り
出

し
て
い
る
の
が
当
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
も
自
覚
し
つ
つ
、
働
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の

〈て
い
る
る
〉
が
築
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
す
ら

「
過
激
」
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

し
て
自
己
検
閲
す
る
組
織
、
言
い
か
え
れ
ば
、
女
性
嘱
託
職
員
を
媒
介

す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
男
権
化

・
官
僚
化
し
て
い
く
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
空

間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

質
の
高
い
專
門
性
を
備
え
た
女
性
セ
ン
タ
ー
を
市
民
が
望
む
の
は
当
然

だ
ろ
う
。

「声
を
出
せ
な
い
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
こ
そ
、

声
を
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
友
人
の
言
葉
は
、
こ
の
状
況

を
安
易
に
沖
縄
固
有
の
問
題
に
還
元
し
た
り
、
女
性
問
題
と
し
て
研
究

・

分
析
対
象
と
す
る
こ
と
を
斥
け
る
。
制
度

・
組
織
の
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
ひ
と
り
ひ
と
り
だ
け
で
な
く
、

女
性
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
人
び
と
が
、
「
女
性
セ
ン
タ
ー
で
働
く
」
こ
と
の

意
味
に
つ
い
て
声
を
出
し
て
い
く
こ
と
。

そ
れ
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
む
け
て
女
性
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
機
能
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
議
す
る
た
め
の
回
路
を
開
く
は
ず
な
の
だ
。

成

定
洋

子

〔
な
り
さ
だ
・
よ
う
こ
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍

日
本
学
講
座
に
所
属
、
専
門
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
人
類
学

沖
縄
県
女
性
結
合
セ
ン
タ
ー

(
て
い
る
る
〉
嘱
託

共
著

『沖
繹
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
(二
〇
〇
〇
年
、
東
京
書
籍
)



画

面
に
う

つ
ら
な
い

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

景
平
義
文

カ
ブ
ー
ル
に
来

て
か
ら

一
ヶ
月
半

が
過
ぎ

た
。

こ
こ

で
わ
た

し
は

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
遠

隔

教
育

」

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
参

加

し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、

カ
ブ
ー
ル
と
大

阪

大

学

を
衛

星

回

線

で
結

び
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状

を
日
本

に
伝
え

よ
う

と

い
う

も

の
で
、

す
で
に
五
回

の
講
義

を
終

了
し
た
。

講

義

は
、
あ

と
二
回
を
残

す
だ
け

で
あ
る
。

わ
た
し
に
と

っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
滞

在

は
、
今

回

が

は
じ
め
て
で
あ

る
。

日
本

を

発
つ
と
き

に
は
、
カ

ブ
ー
ル
の
街

は
て
っ
き

り
廃

墟
と

化
し

て
い
る
も

の
と

想

像
し

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
初

日

か
ら
く

つ
が
え
さ
れ
た
。

カ
ブ
ー
ル
は
、
人
と
車

で
あ

ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。

廃
墟

に
な

っ
た
建
物

も
、

予
想

し

て
い
た

ほ
ど
多

く

は
な
い
。

モ
ノ
は
な

い
だ
ろ
う
と

も

想
像

し
て
い
た
が
、
市

場
で
は
新

鮮

な
野
菜

や
果

物

が
売
ら
れ
、
電
気

屋
街

に
は
電
化

製
品

が
ひ
と
と

お

り
揃

っ
て
い
る
。

人
び
と
は
、

い
た
っ
て
普

通

の
生

活

を
送

っ
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
わ
た
し

の
中
に
は
、
こ
の
国
は
ど
こ
か
歪

ん

で
い
る
、
と

い
う

感
覚

が
ず

っ
と
つ
き

ま
と

っ
て
い
た
。

こ
の
違

和
感
に
ひ
と
つ
の
答

え
を
与

え
た

の
は
、
「
国

連

が

い
な

く

な
れ

ば

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
再

び

戦
争

に
な
る

の
さ
」

と
い
う

、
あ

る
ア
フ
ガ
ン
人

の
言
葉

で
あ
る
。

こ
の
言
葉

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
実

の

一
面
を

鋭
く

突

い
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

話

は

国

連
だ
け

に
限
ら
な

い
の
だ

が
、
今
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
治

安
維

持

を
他

国
か
ら
の
軍

隊
に
負

っ
て
お
り

、

復

興
の
た
め

の
資
金

も
ほ
と

ん
ど
が

国
外

か
ら
の
援

助

に
頼
っ
て
い
る
。

雇

用
の
創
出

と
い
う

点
で
も
、
外

国

の
援
助

機

関
が
大

き

な
意

味
を

持
っ
て
い
る
。

た

し
か
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府

は
存

在
す

る
。

し
か
し

こ
の
国

は
、
国

外
か

ら
の
支

援

が
な

け
れ
ば

ま
っ
た

く

立
ち
行

か
ず
、
た
ち

ど
こ
ろ
に
崩

壊
し

て
し
ま
う

危

う
さ

を
持

っ
て
い
る
の
だ
。

そ

う
考

え

て
ま
わ
り

を
見

回
す

と
、
普

通
に
生

活
し

て
い
る
人
び
と
の
風

景
も

、
き
わ
め
て
脆

弱
な
基

盤
の
上

に
た
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え

て
く

る
。

カ
ブ
ー
ル
の
あ

る
中

学

校

で
、
生

徒

へ
の
イ

ン
タ

ビ

ユ
i
調

査
を

し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
の
最

中
、

初
老

の
女

性

教

師
が

わ
た
し
に
近

づ
い
て
き
て
、
話
し
は
じ
め
た
。

「戦
争

の
後

、
わ
た

し
は
非

常
に
厳

し
い
生

活

を
迫

ら
れ
て
い
る
。

助
け

て
欲

し

い
」
。

「
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
あ

な
た
に
し
て

あ
げ

ら
れ
る
の
か
」
と
わ
た
し
は
訊

ね
た
。

す
る
と
、

「金

銭

的
援

助

を
し

て
ほ
し
い
」

と
い
う
。

さ
す

が

に
わ

た
し
は
驚
い
た
。

生
徒

の
面
前

で
あ

る
。

生

徒

の
模

範
と

も
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
教
師

が
、
そ

の
生

徒

の
目
の
前

で
、

日
本
か
ら
来

た
親

子
ほ
ど
年

齢

の
離
れ
た
人
間

に
金

銭
を
乞

う
の
だ
。

生
活

の
逼

迫

は
、

彼
女

に
教

師

と
し
て
の
誇

り
を
捨

て
さ
せ
よ

う

と
し

て
い
る
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
本

当
に
復

興

さ

せ
よ
う

と
す

る
の
な

ら
、
外

国

人
を

頼

っ
て
は
い

け

な
い
」

と
応

じ
な
が
ら
も
、
わ
た
し
は
何

と
も
空

し
か

っ
た
。

わ
た
し

の
言

葉
は
、
と

に
か
く

生
き

抜

い
て
い
か

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
彼

女

に
は
、
ど
う

考

え

て
も

届
き

そ
う
に
な
い
の
だ
。

「
ア
フ
ガ
ン
人
だ
け

が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

復

興
さ

せ
る
こ
と

が
で
き

る
」

と
は
、
何

人
も

の
ア
フ
ガ
ン
人

が
わ
た

し
に
語

っ
た
こ

と
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
そ
の
と
お

り
に
違
い
な

い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
将

来
を

決

め
る
の
は
、

ア
フ
ガ
ン

人

自
身

で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
し

、
こ
の
よ

う

な
出
来

事
に
遭

遇
す

る
と
、
こ
の
言

葉
は
空

し
い

お
題

目
と
な
っ
て
響
い
て
し
ま
う

。

今

回

の
遠
隔

教
育

の
目
的

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

現

状

を

日
本

に
伝

え

る
こ
と
で
あ

る
。

毎

回

の
講

義

で
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復

興

に
携

わ
る
人
び

と

ー

そ

こ
に
は
む
ろ
ん
ア
フ
ガ
ン
人
も

含

ま
れ

る
ー

を

ゲ
ス
ト
と

し
て
招

き
、
彼

ら
自
身

の
活

動
の
現
場

か

ら

み
た

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
現

状
を

語

っ
て
も

ら

っ
て

い
る
。

個
別

の
分

野
か
ら
見

る
と

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
現

状
は
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

教

員

養

成

の
分

野
、

女
性

の
権

利
に
関

す

る
分

野
、

母

子

保
健

の
分

野

な
ど
、
各

フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
そ

れ
ぞ

れ
に
明
確
な

問
題

が
あ

り
、

そ
れ
に
た
い
す
る
解

決

策

を
提

示

す

る
こ
と

が
で
き

る
。

そ
う

し
た

分

野

ご
と

の
状

況
は
、
遠

隔
講

義

の
受

講
者

に
は
あ

る
程

度

ま
で
理
解

し
て
も

ら
え
た
だ

ろ
う
。

だ

が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状

は
、

や
は
り

そ
れ
だ
け
で
は
語
り

つ
く

せ
な
い
。

わ
た
し
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

に
訪
れ

た
中

学
校

は
、

N
G
O
の
支

援

に
よ
り
建

物
が
修

復

さ

れ
、

一
応

の
か
た

ち
が
整

え

ら
れ

て
い
た
。
し
か

し
校

舎
の
中
で
は
、
問

題
の
多

く
は
解

決
さ

れ
な

い

ま

ま
に
な
っ
て
い
る
の
だ

。

ア
フ
ガ
ン
人

ひ
と
り
ひ
と

り
が
抱

え
る
問

題
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
垣
間

見
え
る

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
社

会
の
抱
え

る
問

題
や
危

う
さ

は
、

ゲ
ス
ト

の
話

か
ら
だ
け

で
は
、

な
か
な

か
見

え
て
こ

な
い
。

中
学
校

で
話

し
か
け
て
き

た
あ
の
女

性
教

師

の
ま

な
ざ
し

は
、

こ
の
国
の
現

実
を

わ
た
し
に
突

き

つ
け

て
く

る
。

そ

の
視
線

の
重

さ
を
、

ど
う

の
よ
う

に
し
て
受

け

と
め
、
日
本

に
い
る

人
た
ち

に
伝

え

る

こ
と

が
で
き
る
の
か
。

カ
ブ
ー
ル
か
ら
持
ち

帰
る
べ
き

課

題
は
大
き

い
。

景

平
義
文

(か
げ
ひ
ら
・
よ
し
ふ
み
)

一九
七
六
年
生
ま
れ

大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
在
籍

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
間
科
学
研
究
講
座
に
所
属

国
際
協
力
論
研
究
分
野
、
と
り
わ
け
教
育
開
発
が
研
究
テ
ー
マ



う
な
る
身
体
/
う
け
と
め
る
身
体

ー

浪
花
節
の
聴
衆
を
も
と
め
て
ー

真
鍋
昌
賢

背景の写真(一 部)
国立劇場演芸資料館蔵

一心寺門前浪曲寄席での口演風景

(2002年6月 、写真提供;芦 川淳平)



人
文
学
の
諸
分
野
は
、
交
わ
り
、
胎
動
を
は
じ
め
、
あ
た
ら
し
く
生
ま
れ
か
わ
る
。

インターフェイスの人文学 ロゴマー ク

デザイン:奥 村 昭夫(WWW,(痴mura・akio.C㎝)

《編 集後記 》

ニューズレター創刊号がようや く岸壁を離れ、港 を出ます。

図面引きから始めて3ヶ 月あまり、突貫工事で船 じたいを

建造 しなが ら、積荷や食糧 ・薪炭まで手配する、あわただ

しい航海準備の毎 日で した。人文学 といえば、 イメージ的

にはクラシックな帆船ですが、各種の メディア機器も搭載

した、おもしろそうな船です。さいわい、編集のプロフェッ

ショナルである、彩都メディアラボの中島厚秀 さんと中村

光江さんに同乗 していただいていますので、航海術は万全。

あ とはすべて、クルーの働きに よるとい うことで しょう。

つ ぎの寄港地に到着するのは7月 、それまで海が穏やかで

あってほしいものです。(M>
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